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Ａ．研究目的 

  美容医療診療指針（令和３年度改訂版）で

は医療安全に関するクリニカルクエスチョン

として、医療事故調査制度や医療事故情報収集

等事業、医療安全支援センターに関する記載が

追加された。加えて、令和2-3年度の先行研究

において、医療機関での医療安全管理体制の整

備や事故情報の報告、美容医療患者が相談可能

な公的な窓口の周知など、既存の医療安全施策

の周知と医療機関の参加を推進するための方

策を検討していく必要性が指摘された。 

 そこで、美容医療においても医療事故情報収

集等事業や医療事故調査制度、医療安全支援セ

ンターなどの既存の医療安全に係る制度との

連携が進むよう、それらの制度等についての知 

 識を深めることを目的に医療安全に関する動画

の作成を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

 美容医療を行う医療機関における医療安全講

習会のコンテンツとして有用と考えられる項目

について、研究班で検討し、ビデオ講習を作成・

編集することとした。 

講習内容には医療安全の諸制度の内容が含まれ

るよう、医療安全施策の動向に関する講演も取

り扱うこととし、外部講師として美容医療に詳

しい弁護士の講習も作成することとした。 

なお、個人に関する情報は含まれない既存の制

度等の情報を用いて講習動画を作成するもので

あることから、倫理審査の対象外と考え、倫理

審査は行っていない。 
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研究要旨 
令和 2-3 年度厚生労働科学研究費（地域医療基盤開発推進研究事業）

「美容医療における合併症実態調査と診療指針の作成及び医療安全の

確保に向けたシステム構築への課題探索」において、患者の声を収集す

る web ページを設置した。その内容から美容医療において合併症のなか

でも、とくに医療安全面に関する問題が多いことがわかった。 
美容医療診療指針（令和３年度改訂版）では医療安全に関するクリニ

カルクエスチョンとして、医療事故調査制度などの記載が追加された。

加えて、令和 2-3 年度の先行研究において、医療機関での医療安全管理

体制の整備や公的な窓口の周知など、既存の医療安全施策の周知と医療

機関の参加を推進するための方策を検討していく必要性が指摘された。 
そこで、現状の医療安全に関する諸制度等が美容医療に携わる医療関

係者に周知されるよう、医療安全講習に資する講習ビデオを作成した。

作成・編集した講習は web 上に公開し、各関連学会の HP からアクセス

できるようにした。 
今回作成された動画の内容については今後評価されるべきであるが、

美容医療に携わる医療機関に向けて、医療安全の諸制度等について述べ

た動画を作成したという点において意義があるものと考える。本動画を

端緒として、美容医療において医療安全の諸制度が活用されることが期

待される。また、広く美容医療機関で利用されるよう、さらに周知活動

を続けていく必要があると考えられる。 



       
Ｃ．研究結果 

講習の内容は以下の通りである（資料7） 

1. 大慈弥裕之「美容医療における医療安全の

取り組み」 

2. 南須原康行「医療安全の基本」 

3. 二宮照興「形成外科・美容外科の医療紛争」 

4. 厚生労働省医政局地域医療計画課 医療安

全推進・医務指導室「医療安全施策の動向」 

収録した講演を朝戸、石河、吉村の3名が内容

検討し、本研究の事務局が編集作業を行った。

出来上がった動画は広告収入の入らないプラ

ットフォームで視聴する形をとり、web公開の

上各関連学会のＨＰからもアクセスできるよ

うバナー掲示を依頼した 

（https://www.jsaps.com/movies/index.htm

l）。 

 

Ｄ．考察 

美容医療施設においては、医療事故情報収

集等事業や医療事故調査制度、医療安全支援

センターなどの既存の医療安全に係る制度に

関して、認識が十分であるとは言えない状況

にあると考えられ、特に医療者側の医療安全

に関する意識を高めていく必要がある。美容

医療を行う病院やクリニックにも利用できる

医療安全に関するビデオ講習を作成・公開す

ることで、医療者側の意識を高める助けにな

る、という考えから、本研究ではビデオ講習

コンテンツを作成した。今回作成された動画

の内容については今後評価されるべきである

が、美容医療に携わる医療機関に向けて、医

療安全の諸制度等について述べた動画を作成

したという点において意義があるものと考え

る。また、本動画を端緒として、美容医療に

おいて医療安全の諸制度が活用されることが

期待される。今後、広く美容医療機関で利用

されるよう、さらに周知活動を続けていく必

要があると考えられる。 

作成したビデオ講習のプラットフォームに

関して、広告収入が入るプラットフォームは

講習にはふさわしくないと考え、広告収入が

入らないプラットフォームを選択した。美容

医療を行う施設にとっては、4つの単元のいず

れもビデオ講習受講後に討論などを行うこと

によって、有意義な美容医療安全講習会が構

成されるよう配慮している。 

 

Ｅ．結論 

医療安全講習会に使用できるようなビデオ

講習を作成・公開した。本ビデオ講習は美容 

 医療を行う施設にとって医療安全意識の向上に

役立つものと考える。 

 

Ｆ．研究発表 

 なし。 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

 1. 特許取得 

 該当なし。 

 2. 実用新案登録 

 該当なし。 

 3.その他 

 該当なし。 
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（資料 7）医療安全動画 web ページ
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